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社会福祉法人 新井頸南福祉会 URL:http://www.araikeinanfukushikai.or.jp

特別養護老人ホーム みなかみの里

新潟県妙高市大字上新保549番地
TEL:0255-73-7733           FAX:0255-72-9785       

みなかみの里ディ・サービスセンター

新潟県妙高市大字上新保549番地
TEL:0255-70-6688           FAX:0255-72-7308       

みなかみの里在宅介護支援センター

新潟県妙高市大字上新保554番地-1                                     
TEL:0255-72-7321           FAX:0255-72-7308       

ケアハートみなかみ（ショートステイ）

新潟県妙高市大字上新保554番地-1                               
TEL:0255-72-7756           FAX:0255-72-7854       
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機
能
訓
練
指
導
員
紹
介

心温かな介護を通じ、生きる喜びと感動あふれる地域づくりを目指します！

1．人と地域を愛します ２．確かな介護を提供します ３．開かれた施設を目指します
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寄
付
金
品

（
令
和
二
年
七
月
～
令
和
二
年
九
月
）

髙
橋
隆
男

様
（
金
円
）

小
島
正
一

様
（
写
真
額
）

匿

名

様
（
金
円
）

匿

名

様
（
金
円
）

匿

名

様
（
紙
オ
ム
ツ
）

匿

名

様
（
紙
オ
ム
ツ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
他
）

匿

名

様
（
玉
ね
ぎ
）

※

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
令
和
二
年
七
月
～
令
和
二
年
九
月
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
受
け
入
れ
は
中
止
し

ま
し
た
。

※

今
後
、
受
け
入
れ
再
開
時
に
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

苦
情
報
告

（
令
和
二
年
七
月
～
令
和
二
年
九
月
）

苦
情
受
付
０
件

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

各
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
受
付
担
当
者
が
お

り
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

免
疫
力
ア
ッ
プ

～
栄
養
素
の
摂
り
方
～

栄
養
管
理
課

課
長

金
井
聡
美

基本理念

免
疫
力
と
は
体
内
に
侵
入
し
て
き
た
ウ
ィ

ル
ス
や
細
菌
を
や
っ
つ
け
て
身
体
を
守
る
機

能
の
こ
と
で
す
。

腸
内
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
免
疫
力
を
高

め
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
免
疫
細
胞
の
6
～

７
割
が
腸
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
野
菜
や
果

物
、
き
の
こ
や
海
藻
等
の
食
物
繊
維
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
も
の
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
、

納
豆
そ
し
て
甘
酒
等
の
醗
酵
食
品
、
バ
ナ
ナ

や
は
ち
み
つ
、
玉
ね
ぎ
、
大
豆
等
の
オ
リ
ゴ

糖
を
多
く
含
む
食
品
を
意
識
し
て
食
べ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

新
陳
代
謝
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
体
温

が
下
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
体

温
が
１
℃
下
が
る
と
免
疫
力
が
3
割
下
が
り
、

体
温
が
１
℃
上
が
る
と
免
疫
力
が
な
ん
と
３

～
６
倍
に
な
る
と
い
う
臨
床
デ
ー
タ
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
分
量
が
不
足
す
る
と
血
流
が
悪
く
な
り
、

免
疫
シ
ス
テ
ム
も
低
下
し
ま
す
の
で
水
分
を

こ
ま
め
に
摂
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、

体
を
動
か
し
て
筋
肉
を
付
け
て
基
礎
代
謝
を

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
、
体
温
上
げ
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。
基
礎
代
謝
を
上
げ
、
筋
肉
を

落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

基
本
は
色
々
な
も
の
を
ま
ん
べ
ん
な
く
食

べ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
腸
の
健
康
を
保
ち
、

筋
力
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
免
疫
力
を

ア
ッ
プ
す
る
カ
ギ
と
言
え
ま
す
。

お互いに相談したり意見交

換を行いながら、協力でき

る体制を築いています！

み
な
か
み
の
里
の
機
能
訓
練
指
導
員
を
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

Q
①
こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

Q
②
好
き
な
食
べ
物

Q
③
趣
味
は
？

○
高
橋
弘
太
郎(

写
真
右)

作
業
療
法
士
：
特
養
担
当

①
祖
母
が
入
院
し
た
際
に
お
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
の
働
き
を
見

て
、
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

②
み
か
ん
、
い
く
ら
、
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー
。
美
味
し
い
カ
レ
ー

屋
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
ミ
ニ
カ
ー
、
車
、
鉄
道
、
カ
メ
ラ
、
プ
ラ
モ
デ
ル
等…

趣
味
の

た
め
に
生
き
て
ま
す
。

○
仮
澤
愛
美(

写
真
中)

理
学
療
法
士
：
通
所
介
護-

短
期
入
所
兼
務

①
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
う
ち
に
仕
事
と
し
て
意

識
し
、
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
和
菓
子
。
練
り
き
り
や
き
ん
つ
ば
等
あ
ん
こ
を
使
っ
た
お
菓
子

が
大
好
き
で
す
。

③
お
菓
子
作
り
。
最
近
は
パ
ン
作
り
に
も
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
加
藤
美
穂(

写
真
左)

理
学
療
法
士
：
短
期
入
所
担
当

①
祖
父
の
介
護
で
母
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
た
め
リ
ハ
ビ
リ
で
介

護
負
担
が
軽
減
で
き
る

よ
う
に
と
思
っ
た
た
め
。

②
ド
ー
ナ
ツ
。
ミ
ス
ド
の

さ
つ
ま
い
も
ド
ー
ナ
ツ
が

お
す
す
め
で
す
♪

③
推
理
小
説
を
読
む
こ
と
。

綾
辻
行
人
さ
ん
の
十
角
館

の
殺
人
が
お
す
す
め
で
す
。



２

デイサービスでは、ご利用者が望む豊かな

生活が送れるように、日常生活活動や家事動

作、趣味・余暇活動、社会活動参加といった

目標を立案し、その目標達成に必要な機能訓

練を実施しています。

特別養護老人ホーム デイサービス ショートステイ 居宅介護支援

ショートステイでは今年度から専任の機能

訓練指導員を配置いたしました。個別や集団

での機能訓練を実施しています。メニューは

身体を動かすものだけではなく、頭の体操や

お口の体操等も実施しています。また、デイ

サービスと併用してご利用されている方々に

は、事業所間で連携を図り、より継続的で効

果的に日常生活動作の維持・向上が図れるよ

うに機能訓練をすすめています。この機能訓

練はご利用者同士の交流の場にもなっており、

ご利用者同士で励まし合いながら、時に競い

合いながら和気あいあいと取り組まれている

ような様子もうかがえます。

さらに、今年度は「移乗方法」にも重点を

置き、検討チームを編成しました。自立支援

を念頭に、ご利用者・職員双方が安全に動作

が行えるように日々検討をすすめています。

その他にも季節を表現した創作活動にも積極

的に取り組んでいます。

ソーシャルディ

スタンスを保ちつ

つ、楽しみながら

行っています。

ご利用者同士季

節の話をしながら

作品作りに取り組

んでいます。

現在、奥様とお二人暮らし。モップかけ

や食器洗い、ごみ捨て等をご自身の役割と

して二人三脚での生活です。機能訓練を始

めて2年半が経過します。当初はデイサー

ビスで訓練を行っていましたが、現在は

ショートステイでも週１回行っています。

デイサービスでの機能訓練メニューを共有

しながらご自宅でも全身の筋力アップのた

めの自主トレにも取り組まれています。

A様は「これからも母さんの家事を手伝

いながら二人で仲良く生活していけるよう

にリハビリを頑張っていきたいです」と意

気込みを話されています。

特養は現在、ご利用者の重度化が進んで

おり、寝たきり状態の方もたいへん多く

なっています。そんな中、少しでもご利用

者の身体機能の維持・向上を図るために機

能訓練指導員が中心となって、様々な関わ

りを行っています。

集団体操は

たくさんの

方で行い、

手足を動か

したり、歌

をうたった

りします！

特養では多くの方が対象となり、皆で一

緒に行う集団体操と、ご利用者一人ひとり

の機能に合わせて行う個別訓練があり、

サービス担当者会議において、お一人おひ

とりに適した援助内容を検討、提供してい

ます。

個別訓練は

一人ひとり

の状態に合

わせたメ

ニューを行

います！

ゴミ出しのひとコマ

ショートステイで恒

例の歩行練習！会話

に花が咲き、笑顔が

たくさんです。

３

トイレで

のズボン

の上げ下

げの訓練

を行って

います！

4事業が一体化している「みなかみの里」の

特徴を活かし、居宅支援、ショートステイ、

デイ、それぞれの職員が協力し、ご利用者の

身体機能・生活機能・趣味/余暇活動・生活環

境を評価し、現状の問題点の抽出を行い、目

標設定しています。特養入所の際には、ご利

用者評価情報の共有を行っています。

集団体操

個別機能

居宅介護支援のご利用者で機能訓練のご

希望がある場合には、ご自宅での役割や習

慣、環境などを確認後、ケアプランに機能

訓練を位置づけ、デイサービスやショート

ステイに機能訓練を依頼します。

ショートステイご利用者のA様は機能訓

練指導員が立案した個別機能訓練計画のも

と、歩行練習や重りを持ちながらの階段昇

降練習など精力的に取り組まれています。

歩行練習で機能訓練指導員と館内を歩かれ

る時に、ご利用者や職員とあいさつを交わ

したり、おしゃべりすることも張り合いに

されています。


